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当
日
は
ま
ず
、
災
害
が

発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し

て
、
各
区
・
自
治
会
の
皆

さ
ん
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区

で
集
合
し
て
い
た
だ
き
、

指
定
避
難
場
所
で
あ
る
藤

阪
小
学
校
ま
で
の
避
難
路

に
危
険
と
思
わ
れ
る
箇
所

が
な
い
か
、
徒
歩
で
確
認

し
な
が
ら
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

小
学
校
で
の
訓
練
は
次

の
３
つ
の
内
容
に
つ
い
て
、

枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
と

枚
方
市
消
防
団
の
指
導
の

も
と
に
体
験
し
ま
し
た
。

◆

起
震
車
で
地
震
体
験

起
震
車
は
、
最
大
震
度

７
ま
で
の
地
震
を
疑
似
体

験
す
る
こ
と
が
で
き
る
振

動
装
置
を
搭
載
し
た
車
両

で
す
。
起
震
車
の
中
は
一

般
家
庭
の
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
を
摸
し
た
内
装
で
、
参

加
者
は
、
ま
ず
静
止
し
た

状
態
で
イ
ス
に
座
り
、
そ

の
後
に
始
ま
る
強
い
振
動

を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
地
震
の
恐
ろ
し
さ
を

実
感
し
ま
し
た
。

◆

煙
道
避
難
体
験

煙
体
験
ハ
ウ
ス
の
中
に

ド
ラ
イ
ス
モ
ー
ク
（
安
全

性
の
高
い
擬
似
煙
）
を
充

満
さ
せ
て
、
そ
の
中
を
人

が
通
り
抜
け
る
こ
と
で
、

火
災
発
生
時
の

煙
の
恐
ろ
し
さ

を
学
び
ま
す
。

参
加
者
は
、
運

動
場
に
設
置
さ

れ
た
長
さ
約
７

メ
ー
ト
ル
の
ハ

ウ
ス
の
中
、
煙

で
前
が
ま
っ
た

く
見
え
な
い
状

況
下
で
避
難
す

る
こ
と
の
難
し
さ
を
体
感

し
ま
し
た
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
な
ど

救
命
救
急
講
習

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
は
、
心
臓
が

痙
攣
し
て
血
液
を
送
り
出

せ
な
く
な
る
状
態
に
対
処

す
る
た
め
の
医
療
機
器
で
、

学
校
な
ど
の
公
共
施
設
や

コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
民
間
施

設
へ
の
設
置
が
進
ん
で
い

ま
す
。
万
が
一
の
救
命
救

急
が
必
要
な
事
態
に
備
え

て
、
体
育
館
に
お
い
て

「
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
」

や
「
心
肺
蘇
生
術
」
の
講

習
を
受
け
ま
し
た
。

校
区
自
主
防
災
会
の
西

川
会
長
は
、
「
本
日
の
訓

練
で
学
び
、
感
じ
て
い
た

だ
い
た
〝
災
害
の
恐
ろ
し

さ
〟
〝
防
災
の
大
切
さ
〟

を
心
に
刻
み
、
今
後
の
安

全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

に
活
か
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
、
訓
練
の
成
果
を

話
し
て
い
ま
す
。

藤阪校区福祉コミュニティだより

起震車で震度７相当の地震を体験

心臓蘇生術なども学んだ救命救急訓練

煙の中での避難の困難さを体験 訓
練
の
成
果
を
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に

藤
阪
校
区
で
は
こ
れ
ま
で
に
、
自
主
防
災
会
の
主
催
に
よ
る
「
Ｈ
Ｕ
Ｇ
（
避
難
所
運
営

ゲ
ー
ム
）
」
「
地
震
発
生
時
の
各
地
区
の
危
険
箇
所
抽
出
」
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

地
域
に
お
け
る
防
災
施
策
の
さ
ら
な
る
充
実
に
向
け
、
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
知
り
救
援
を

体
験
す
る
「
総
合
防
災
訓
練
」
を
昨
年
11
月
30
日
（
日
）
藤
阪
小
学
校
で
実
施
し
ま
し
た
。

◆



令
和
８
年
新
年
の
「
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
の
集
い
」
を
１
月

13
日
（
火
）
に

藤
阪
公
民
館
で

開
催
。
民
生
委

員
や
大
潤
会
の

応
援
を
得
て
、

45
人
の
方
に
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

始
め
に
大
潤
会
か
ら
「
高
齢

者
の
振
り
込
め
詐
欺
被
害
が
年
々

増
加
し
て
い
る
」
と
注
意
を
促

す
話
が
あ
っ
た
後
、
新
年
に
欠

か
せ
な
い
手
作
り
獅
子
の
頭
噛

み
で
今
年
の
無
事
を
祈
願
し
ま

し
た
。

そ
し
て
、
篠
笛
ユ
ニ
ッ
ト

「
澪
風
（
み
お
か
ぜ
）
」
に
よ

る
演
奏
会
。
「
ふ
る
さ
と
」
や

「
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
」

な
ど
10
曲
を
、
二
重
奏
に
し
た

り
和
太
鼓
に
合
わ
せ
た
り
、
み

ん
な
で
合
唱
し
た
り
と
、
い
ろ

い
ろ
な
工
夫
で
楽
し
ま
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

最
後
は
、
お
待
ち
か
ね
の
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
で
、
「
あ
っ

た
！
」
「
や
っ
た
あ
！
」
と
大

き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

大
声
を
出
す
こ
と
は
、
ス
ト

レ
ス
発
散
に
な
り
元
気
が
出
ま

す
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
が
気

持
ち
よ
く
、
笑
顔
で
過
ご
し
て

い
た
だ
け
た
な
ら
幸
い
で
す
。
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２
月
21
日
（
土
）
今
年
度
５

回
目
の
「
ふ
れ
あ
い
食
事
会
」

を
、
51
人
の
参
加
を
得
て
藤
阪

公
民
館
で
開
催
し

ま
し
た
。

ま
ず
は
、
邪
気

を
払
い
厄
除
け
や

招
福
を
も
た
ら
す

獅
子
舞
に
よ
る
頭

噛
み
で
開
会
。
グ

ル
ー
プ
「
Ｋ
Ｕ
Ｔ
」

に
よ
る
民
族
楽
器

の
銭
太
鼓
の
演
奏

や
、
グ
ル
ー
プ
の
３
人
に
よ
る

「
銀
座
カ
ン
カ
ン
娘
」
「
ダ
ン

シ
ン
グ
ヒ
ー
ロ
ー
」
の
踊
り
、

そ
し
て
、
み
ん
な
で
し
ゃ
も
じ

を
手
に
し
て
「
ズ
ン
ド
コ
節
」

の
軽
快
な
リ
ズ
ム
を
刻
み
ま
し

た
。明

善
め
ぐ
み
園
の
か
わ
い
い

お
友
だ
ち
に
よ
る
「
ア
ン
パ
ン

マ
ン
の
歌
」
「
手
遊
び
歌
」
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
。

た
だ
観
る
だ
け
で
な
く
、
一

緒
に
歌
っ
た
り
、
踊
っ
た
り
し

て
リ
ズ
ム
を
刻
み
、
人
と
触
れ

合
い
、
体
を
動
か
す
こ
と
は
、

脳
の
活
性
化
や
認
知
症
予
防
に

も
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
来
年

度
も
参
加
し
て
、
大
い
に
若
返
っ

て
く
だ
さ
い
。

篠
笛
で
合
唱
ビ
ン
ゴ
に
歓
声

篠笛や和太鼓など「澪風」の演奏 獅子の頭噛みで今年の福を呼ぶ

グ
ル
ー
プ
「
Ｋ
Ｕ
Ｔ
」

の
リ
ー
ド
で
に
ぎ
や

か
に
し
ゃ
も
じ
体
操

歌って踊って

みんな元気に「
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
」
は
１
年
に
1
度
、
年

齢
を
超
え
て
集
う
会
で
す
。

お
孫
さ
ん
と
共
に
家
族
で
参

加
さ
れ
る
方
も
あ
り
ま
す
。

福
祉
委
員
会
と
自
治
会
、
民

生
委
員
が
共
同
し
て
開
催
し

て
い
ま
す
。

今
年
は
、
藤
阪
校
区
の
３

会
場
に
分
か
れ
て
実
施
。
藤

阪
ハ
イ
ツ
集
会
所
で
の
サ
ロ

ン
は
1
月
31
日
（
土
）
に
、

谷
町
自
治
会
館
は
２
月
18
日

（
水
）
に
、
藤
阪
公
民
館
で

は
３
月
20
日
（
金
）
に
開
き
、

演
芸
や
健
康
体
操
な
ど
で
楽

し
く
交
流
し
ま
し
た
。

西町サロンの花笠音頭

谷町サロンの健康体操

地
域
の
皆
さ
ん
が
連
れ
も
っ
て
参
加



藤
阪
小
学
校
1
年
生
と
地
域
の

皆
さ
ん
が
昔
遊
び
な
ど
で
交
流
す

る
世
代
間
交
流
を
、
藤
阪
小
学
校

の
体
育
館
で
11
月
28
日
（
金
）
に

実
施
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
毎
回
恒
例

の
紙
と
ん
ぼ
や
こ
ま
回

し
な
ど
７
種
に
加
え
て
、

初
め
て
の
試
み
で
「
名

ま
え
合
わ
せ
」
が
種
目

に
加
わ
り
ま
し

た
。
羽
子
板
、

た
び
、
で
ん
で

ん
太
鼓
、
わ
ら

じ
な
ど
16
種
類

の
道
具
の
名
前

を
書
い
た
カ
ー

ド
と
道
具
を
合

わ
せ
て
い
き
ま

す
。
子
ど
も
た

ち
は
カ
ー
ド
と

道
具
を
真
剣
に
見
比
べ
、

地
域
の
人
に
使
い
方
を

教
わ
っ
た
り
し
て
、

「
見
た
こ
と
な
い
」

「
こ
ん
な
の
あ
っ
た
の
」

と
興
味
深
げ
で
し
た
。

今
回
も
世
代
を
超
え
て

の
楽
し
い
交
流
の
場
と

な
り
ま
し
た
。
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大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
時
に
自

衛
隊
員
に
よ
る
緊
急
物
資
を
避
難
所

な
ど
に
搬
送
す
る
訓
練
が
、
１
月
15

日
と
16
日
に
山
田
池
公
園
を
拠
点
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
大
阪
府
の
「
令
和

７
年
度
大
阪
府
地
震
・
津
波
災
害
対

策
訓
練
」
の
中
の
、
枚
方
市
、
寝
屋

川
市
と
陸
上
自
衛
隊
伊
丹
駐
屯
地
が

協
力
し
て
担
当
す
る
「
船
舶
を
活
用

し
た
緊
急
物
資
輸
送
訓
練
」
で
、
淀

川
の
緊
急
船
着
場
に
到
着
し
た
緊
急

物
資
を
、
最
寄
り
の
指
定
避
難
所
ま

で
自
衛
隊
員
が
担
い
で
徒
歩
で
搬
送

す
る
訓
練
で
す
。

活
動
拠
点
と
な
っ
た
山
田
池
公
園

は
、
大
阪
府
や
枚
方
市
の
地
域
防
災

計
画
に
お
い
て
、
「
広
域
避
難
地
」

で
あ
る
と
と
も
に
「
後
方
支
援
活
動

拠
点
」
に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、

災
害
時
に
は
自
衛
隊
や
警
察
、
消
防

な
ど
応
援
部
隊
の
活
動
拠
点
と
な
る

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

15
日
に
、
大
阪
府
東
部
７
市
の
災

害
救
援
な
ど
を
担
う
陸
上
自
衛
隊
伊

丹
駐
屯
地
第
36
普
通
科
連
隊
第
五
中

隊
の
約
70
人
が
山
田
池
公
園
に
集
結

し
、
テ
ン

ト
21
張
や

特
殊
車
両

（
ク
レ
ー

ン
車
、
給

水
車
）
を

含
む
14
台

の
車
両
を

用
い
た
野

営
訓
練
を

展
開
。
16
日
に
は
、
淀
川
を
経
由
し

て
枚
方
大
橋
付
近
の
枚
方
緊
急
船
着

場
に
到
着
し
た
緊
急
物
資
を
、
隊
員

が
３
㎞
半
ほ
ど
離
れ
た
枚
方
な
ぎ
さ

体
育
館
ま
で
徒
歩
で
搬
送
し
ま
し
た
。

搬
送
物
資
の
重
量
は
な
ん
と
一
人
当

た
り
約
36
㎏
（
５
０
０
㎖
の
水
72
本

分
な
ど
）
で
す
。
２
年
前
の
能
登
半

島
地
震
の
被
災
地
支
援
で
も
活
躍
し

た
同
中
隊
の
力
強
さ
が
発
揮
さ
れ
ま

し
た
。

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
災
害
時
の
自
衛

隊
の
救
援
活
動
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
活
躍
ぶ
り
を
身
近
に
知

る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
し

た
。

緊急船着場で物資陸揚げ(写真提供：陸上自衛隊)

重い物資を徒歩で搬送(写真提供：陸上自衛隊)

山
田
池
公
園
は
災
害
時
の
避
難
と
救
援
の
要
所

自
衛
隊
が
救
難
物
資
搬
送
の
訓
練

うまく乗れたよ 缶ポックリ

山
田
池
公

園
で
野
営

訓
練

見～つけた 名まえ合わせ 飛んだ飛んだ 紙トンボ

これ何？どう使うの？
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ミラノ・コルティナ

オリンピックでは、日

本選手の頑張りに力が

入り、メダルもたくさ

ん、感動の連夜でした。

寝不足の方も多かった

のではないでしょうか。

さて、当紙『ふじさか』

も枚方市コンクールで

金メダル‼ 私たち編集

部も頑張りました。こ

れをジャンプ台により

皆様に愛される「たよ

り」になるように励ん

でまいります。皆様か

らも情報提供の応援を

お願いします。(ＨＳ)

日本生まれの野花

菫 スミレ

今 後 の 活 動 予 定

５ 月

７日(木) めえちゃんカフェ

枚方公済病院２号館で開催。詳し

くは大潤会へ（℡072-857-0330)

９日(土) 献血運動 フレスコ藤阪店前

４ 月

６日(月) 藤阪小学校入学式

日本人なら誰もが知る

スミレ。それは日本生ま

れで、植物学者の牧野富太郎先生が命名さ

れた花です。花言葉は「謙虚、誠実、愛、

貞節、

小さな

幸せ」

など多

く寄せ

られて

います。

虫の助

けも借

りず、自家受粉して果実を作り、それを種

子ごとアリが持ち帰ってくれるので、どん

なところからも広く子孫を広げることがで

きるのです。そのため、上の写真のように、

石垣の隙間からも立派な花を見せてくれま

す。このように強く育つ姿の野草は他にも

多く見られ、人間社会も大いに反省させら

れるところです。

草木編 ７

文･写真：立花 祐一

道路横の石垣に咲くスミレ

令和７年度 枚方市機関紙コンクール

私
た
ち
の
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
だ
よ
り
『
ふ
じ
さ
か
』

が
２
度
目
の
栄
冠
。
令
和
7

年
度
枚
方
市
機
関
紙
コ
ン
ク
ー

ル
で
当
紙
１
０
５
号
が
、
最

高
賞
の
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞

し
ま
し
た
。

講
評
で
は
「
１
０
０
号
を

超
え
る
長
年
の
努
力
の
積
み

重
ね
」
が
称
え
ら
れ
、
「
安

全
・
安
心
・

健
康
な
生
活

の
一
助
と
い

う
編
集
コ
ン

セ
プ
ト
が
し
っ
か
り
と
し
て

い
る
」
「
地
域
に
親
し
み
の

持
て
る
コ
ー
ナ
ー
（
藤
阪
の

自
然
な
ど
）
や
歯
科
医
の
歯

の
健
康
に
つ
い
て
の
コ
ー
ナ
ー

な
ど
も
設
け
ら
れ
て
い
て
、

読
者
が
テ
ン
ポ
良
く
読
み
や

す
い
」
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

当
紙
に
関
わ
っ
た
先
人
の

皆
様
の
頑
張
り
、
さ
ら
に
、

地
域
の
皆
様
の

協
力
の
賜
物
で

あ
り
、
深
く
感

謝
し
ま
す
。

ご協力 ありがとうございました

ご協力の結果 250,439円
（令和８年２月28日現在）

枚方市から表彰状と盾を受けました

日時：毎月第１・第３木曜日

午前９時30分から15分ほど

場所：市立図書館藤阪分室の横

日時：毎月第２・第４木曜日

午前９時30分から15分ほど

場所：藤阪平和苑集会所の横

ちびっこ広場

ひらかた元気

くらわんか体操

平和苑 藤阪公園 三角公園

問い合わせ

大潤会 ☎072-857-0330

１
０
０
号
越
え

先
人
か
ら
の
努
力
の
積
み
重
ね
を
評
価


